
長野県教育委員会事務局 説明資料 

 

【高校教育課 管理係】 

１ 令和３年度長野県公立高等学校入学者選抜の結果について【資料ａ(4 ページ)】 

 

２ 募集定員について 

募集定員は中学卒業者の数、隣接地区の状況、流出入の状況、入学志願者第 1 回予定数調

査の結果、各高等学校長からの具申などによって総合的に判断し、県教育委員会定例会で決

定するもの。 

なお、Ｒ３年度の深志１クラス増は、11 通学区の中学卒業予定者数の増に対応したもの

で、結果的には深志高校で前年度減じた分を戻した形になった。 

旧第 11 通学区の今年までの７年間では、専門学科１減（H31 穂商）、専門学科以外７減（深

志の増減は含めない）。 

定員を満たしていない県立高校もあるが、いわゆる充足率は全校の募集定員の状況、私立

高校の状況、少子化による間口の拡がり、生徒の志望動向の変化など様々な要因により変動

するものと考えており、引き続き、各校の魅力づくりには取り組むが、定員割れだから魅力

がない、とは一概に言えないものと考える。 

 

３ 公私比率について 【資料ｂ(7 ページ)】 

公私比率は毎年「公私立高等学校連絡協議会」で協議して決めている。 

 

４ 令和３年度 高等学校教育職員人事異動方針【資料ｃ(8 ページ)】 

高等学校の人事異動は、県教育委員会定例会で決定する「高等学校教育職員人事異動方針」

に基づいて行われる。校長の異動については、６年前から「各校の課題等に応じて校長の１

校の勤務年数の長期化を図る」としており、校長の１校の在職年数は伸びている。 

（H30 年度末：2.4 年 ⇒ R2 年度末：3.0 年） 

 

 

【高校教育課 高校再編推進室】 

５ 教員の資質向上について【資料ｄ(9 ページ)】 

長野県教育委員会では、平成 25 年に策定した「長野県教育研修体系」において長野県の

教員に求められる資質能力として５つの資質能力※１を示した。このうち実務指標（Ｃ～Ｅ）

について指標化し、キャリアステージごとに必要な研修を実施している。 

また、大学関係者、市町村教育委員会関係者、公立学校長、外部研修機関代表者等で構成

する「長野県教員育成協議会」が毎年検討を重ねており、昨年度は「新しい時代の研修のあ

り方」として「メンターチームによるＯＪＴ研修（On the Job Training）」、「キャリアアッ

※１ ５つの資質能力 Ａ：高い倫理観と使命感及び確かな子どもの理解 

Ｂ：確かな人権意識と共感力 

Ｃ：地域社会と連携・協働する力 

Ｄ：目標実現に向け、柔軟に対応する力 

Ｅ：「教育のプロ」としての高度な知識や技能 

資料１ 



プ研修」、「養成・採用・研修の各段階における指標に基づく教員育成に係る現状と課題等」

についてご議論いただき研修内容に反映している。 

 

６ 職業高校の学習環境の整備について 「令和２年度２月補正予算案概要」より抜粋 

 
 

７ 私立を含めた県全体の教育のあり方、育てたい人間像について 

  旧第 11 通学区高等学校教育懇話会は、私立高校について意見交換する場ではないが、私

立を理解していただきながら、県立高校のあり方についてご議論いただきたい。 

長野県の高校教育のあり方については「長野県産業教育審議会（H26～H27）【資料ｅ(10 ペ

ージ)】」「長野県高等学校将来像検討委員会（H28）【資料ｆ(11 ページ)】」の「審議のまとめ」

にもとづいて「学びの改革 基本構想」を策定、それをより具体化するために「高校改革～夢

に挑戦する学び～実施方針」を策定した。また、「実施方針」において、長野県の高校教育が

目指すべき方向性、育成すべき力を、次の３点にまとめている。 

① 自ら立てた問いに対し、チームとして協働しながら解を見つけ、新しい価値を主体的

に創造していくことができる資質・能力の育成。 

② 「一度しかない人生を自分はどう生きたいか」という自分の人生を構想する力（キャ

リアデザイン力）の育成。 

③ 信州に根差した確かなアイデンティティと世界に通じる広い視野、資質・能力の育成。 

 

８ 望ましい学級数と再編の基準について 

都市部存立普通校（募集人員 240 人・６クラス）は、平成 28 年の県立高等学校への下記

調査等を参考に規模の大きさを活かす学校として決定したもの。都市部存立専門校、中山間

地存立校（ともに募集定員 120 人・３クラス）は、専門校、中山間地校の現状の規模も考慮

して普通校とは異なる基準とした。 

H28 年度調べ 3 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 6 ｸﾗｽ 7 ｸﾗｽ 8 ｸﾗｽ 

理科４科目開講 75% 80% 80% 90% 100% 100% 

芸術３科目開講 62.5% 80% 80% 100% 100% 100% 

理科応用科目開講 12.5% 0% 60% 70% 100% 100% 

理科専門教員担当※１ 0% 0% 40% 80% 100% 100% 

総体参加部活数※２ 7.0 8.6 14.2 15.3 16.5 18.4 

※１：４科目とも専門教員が担当している割合    ※２：団体種目のみ 

なお、再編整備計画【二次】（案）には、再編に関する基準は、全県の「再編整備計画」が

策定された後の 2022 年度（令和４年度）から適用する旨の記載があるが、適用開始年度に

ついては、現在再検討中である。 

 

（千円） 



９ 懇話会のあり方、合同部会について 

  旧 12 通学区ごとに設置している地域協議会（当地区は、懇話会）は、地域の実情に応じ

て進められており、当地区の懇話会も、拙速に進められているとは考えていない。再編整備

計画が確定した地区から計画を実行する。 

他の地区においては、地域協議会からの意見提案を踏まえながら、県が責任を持って再編

整備計画（案）を示している。本地区においても懇話会からの意見・要望書の内容やこれま

での懇話会での議論を参考にしながら、他地区に準ずる形で再編整備計画（案）を策定・公

表する予定。 

合同部会は、隣接する地域にある３校の専門高校について活力ある専門教育のあり方を広

域的、多角的に検討するために開催されたものであり、松本工業高校については、懇話会の

全体の中で意見交換されるものと考えている。 

 

10 須坂創成高校について（口頭説明） 

 

11 普通科改革について【資料ｇ(12 ページ)】 

 

12 合同部会から報告（まとめ）【資料ｈ(14 ページ)】 
























